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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第35期
第２四半期
連結累計期間

第36期
第２四半期
連結累計期間

第35期
第２四半期
連結会計期間

第36期
第２四半期
連結会計期間

第35期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
９月30日

自平成21年
４月１日
至平成21年
９月30日

自平成20年
７月１日
至平成20年
９月30日

自平成21年
７月１日
至平成21年
９月30日

自平成20年
４月１日
至平成21年
３月31日

売上高 千円 17,535,02514,280,3948,073,9826,810,81333,040,966

経常利益又は経常損失

（△）
千円 △311,152△29,751△239,660 186,968△381,566

四半期純利益又は四半期

（当期）純損失（△）
千円 △955,306 △7,770 △828,603 172,307△1,087,710

純資産額 千円 － － 18,040,31517,665,90817,791,538

総資産額 千円 － － 21,618,78220,444,61420,658,918

１株当たり純資産額 円 － － 1,600.371,603.061,614.45

１株当たり四半期純利益金

額又は１株当たり四半期

（当期）純損失金額（△）

円 △84.63 △0.71 △73.43 15.64 △96.97

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額
円 － － － － －

自己資本比率 ％ － － 83.45 86.41 86.12

営業活動によるキャッシュ

・フロー
千円 △457,405 106,032 － － △215,279

投資活動によるキャッシュ

・フロー
千円 205,995 541,601 － － △615,608

財務活動によるキャッシュ

・フロー
千円 △190,689△87,542 － － △269,395

現金及び現金同等物の四半

期末（期末）残高
千円 － － 6,567,7056,465,8135,908,859

従業員数 人 － － 164 148 162

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第36期以前の第２四半期連結累計期間、第35期の第２四半期連結会計期間及び第35期（連結会計年度）の潜

在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、１株当たり四半期（当期）純損失であり、

潜在株式も存在しないため記載しておりません。また、第36期の第２四半期連結会計期間の潜在株式調整後

１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。　

４．当社グループは、第35期の第３四半期連結累計（会計）期間より連結子会社が１社増加し、当社及び連結子

会社２社により構成されております。 　
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

 

３【関係会社の状況】

　当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

 平成21年９月30日現在

従業員数（人） 148 (38)

　（注）　従業員数は就業人員（当社グループからグループ外への出向者を除き、グループ外から当社グループへの出向者

を含む。）であり、臨時雇用者数（パートタイマー等を含む。）は、（　）内に当第２四半期連結会計期間の平均

人員を外書きで記載しております。　

 

(2) 提出会社の状況

 平成21年９月30日現在

従業員数（人） 138 (38)

　（注）　従業員数は就業人員（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含む。）であり、臨時雇用者数

（パートタイマー等を含む。）は、（　）内に当第２四半期会計期間の平均人員を外書きで記載しております。　

 

EDINET提出書類

株式会社ヨンキュウ(E02765)

四半期報告書

 3/29



第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

　当第２四半期連結会計期間における生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称 金額（千円） 前年同期比（％）

鮮魚の販売事業 460,753 △14.4

餌料・飼料の販売事業 185,781 △2.9
その他の事業 3,297 －

合計 649,832 △10.9

　（注）１．鮮魚の販売事業は加工品の生産実績、餌料・飼料の販売事業はモイストペレットの生産実績及びその他の事

業はマグロ養殖事業の生産実績であります。

２．金額は、販売価格で表示しており、消費税等は含まれておりません。

 

(2) 受注状況

　当第２四半期連結会計期間における受注状況を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称 受注高（千円） 前年同期比（％） 受注残高（千円） 前年同期比（％）

鮮魚の販売事業 463,870 △15.1 9,450 △49.9
餌料・飼料の販売事業 187,546 △1.6 5,443 20.1
その他の事業 － － － －

合計 651,417 △11.6 14,894 △36.3

　（注）１．鮮魚の販売事業は加工品の受注状況、餌料・飼料の販売事業はモイストペレットの受注状況及びその他の事

業はマグロ養殖事業の受注状況であります。

２．金額は、販売価格で表示しており、消費税等は含まれておりません。

 

(3) 商品仕入実績

　当第２四半期連結会計期間における商品仕入実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりでありま

す。

事業の種類別セグメントの名称 金額（千円） 前年同期比（％）

鮮魚の販売事業 3,772,157 △14.1
餌料・飼料の販売事業 2,006,826 △16.8
その他の事業 － －

合計 5,778,983 △15.1

　（注）１．金額は、仕入価格で表示しており、消費税等は含まれておりません。

２．セグメント間の取引については相殺消去しております。　

 

(4) 販売実績

　当第２四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称 金額（千円） 前年同期比（％）

鮮魚の販売事業 4,286,393 △13.6
餌料・飼料の販売事業 2,454,272 △19.2
その他の事業 70,146 △6.2

合計 6,810,813 △15.6

　（注）１．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２．相手先別販売実績において、総販売実績に対する当該割合が10％を超える相手先はありません。

３．セグメント間の取引については相殺消去しております。 
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２【事業等のリスク】

　当第２四半期連結会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。

 

(1) 経営成績の分析

　当第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日～平成21年９月30日）におけるわが国経済は、企業の在庫調整が

一段落し、一部に回復の兆しが見られるものの、急激な円高の進行などを背景とした企業業績の悪化や雇用情勢の

低迷など、先行き不安が払拭できない状況が続いております。

　また、当社グループを取り巻く養殖業界におきましても、経営環境は依然厳しい状況が続いております。

　この様な状況の中、当社グループでは引き続き経営の効率化を推進し、物流コストの抑制、与信管理の厳格化及び

滞留債権の早期回収に努めてまいりました。

　しかし、国内市場の消費低迷の影響により、「鮮魚の販売事業」は低調に推移し、また、「餌料・飼料の販売事業」

でも市況を反映し、両事業での販売数量の減少と価格低下要因により減収となりました。

　一方利益面では、宿毛営業所の廃止等によるコスト削減効果や滞留債権の回収に努めた結果、当第２四半期連結会

計期間末においては貸倒引当金の戻入等もあり、利益を計上することとなりました。

　

　以上の結果、当第２四半期連結会計期間の売上高は前年同期比15.6％減の68億10百万円、営業利益は１億24百万円

（前第２四半期連結会計期間は、営業損失２億24百万円）、経常利益は１億86百万円（前第２四半期連結会計期間

は、経常損失２億39百万円）、四半期純利益は１億72百万円（前第２四半期連結会計期間は、四半期純損失８億28百

万円）となりました。　　

 

事業の種類別セグメントの業績は以下のとおりであります。

［鮮魚の販売事業］

　品目別売上高状況は次のとおりであります。

区分
平成21年３月期
第２四半期金額
（百万円）

平成22年３月期
第２四半期金額
（百万円）

対前年同期比較
金額差異
（百万円）

増減率
（％）

数量差異
（トン）

価格差異
(円/1㎏当り）

商品

タイ 893 865 △28 △3.2 133 △80.0
ハマチ 710 872 161 22.7 305 △91.6
カンパチ 1,609 1,446 △162 △10.1 △102 △39.5
雑魚（養殖魚） 431 321 △110 △25.5 △62 △113.9
雑魚（天然魚） 455 169 △286 △62.8 △571 △84.2
稚魚 274 81 △193 △70.5 △565 87.5
その他 22 17 △5 △23.6 － －

製品
加工品 534 461 △72 △13.6 △24 △106.0
人工ふ化稚魚 29 51 21 70.8 270 △5.7
合計 4,962 4,286 △676 △13.6 △322 △44.5

　（注）１．合計欄の対前年同期比較の「数量差異」及び「価格差異」は、鮮魚販売のみで集計・比較しており、単位の異

なる稚魚、人工ふ化稚魚及びその他の販売は除外しております。

２．稚魚及び人工ふ化稚魚の数量の単位は千尾であります。

　

　「鮮魚の販売事業」では、主に天然魚・稚魚等の販売数量が大幅に減少したことに加え、消費低迷を背景にほとん

どの品目で販売価格が下落したことにより減収となりました。

　しかし、利益面ではコスト削減に努めた結果、当第２四半期連結会計期間の損失は改善されております。

　

　この結果、売上高は42億86百万円（前年同期比13.6％減）、営業損失は１億18百万円（前第２四半期連結会計期間

は、営業損失３億38百万円）となりました。　
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［餌料・飼料の販売事業］

　品目別売上高状況は次のとおりであります。

区分
平成21年３月期
第２四半期金額
（百万円）

平成22年３月期
第２四半期金額
（百万円）

対前年同期比較
金額差異
（百万円）

増減率
（％）

数量差異
（トン）

価格差異
(円/1㎏当り）

商品

生餌 1,143 854 △289 △25.3 △1,614 △10.4

配合飼料 1,655 1,367 △287 △17.4 △1,236 △9.0

その他 46 46 0 0.4 △28 257.8

製品 モイストペレット 190 185 △5 △2.9 △7 △2.8

合計 3,036 2,454 △582 △19.2 △2,888 △10.6

　（注）　セグメント間の取引（連結子会社：日振島アクアマリン有限責任事業組合への餌料販売）については、相殺消去

しております。

　

　「餌料・飼料の販売事業」では、国内市場の消費低迷等の影響により、販売数量の大幅な減少と価格低下要因によ

り減収となりました。

　しかし、利益面では「鮮魚の販売事業」と同様の理由により、大幅な増益となっております。

　

　この結果、売上高は24億54百万円（前年同期比19.2％減）、営業利益は２億36百万円（前年同期比105.7％増）と

なりました。

 

［その他の事業］

　当社の連結子会社２社の業績のうち、「四急運輸株式会社」の運送事業に係る業績は、売上高は70百万円（前年同

期比6.3％減）、営業利益は３百万円（前第２四半期連結会計期間は、営業損失２百万円）であります。

　また、「日振島アクアマリン有限責任事業組合」の損益に与える影響は軽微であります。

　以上の結果、売上高は70百万円（前年同期比6.2％減）、営業利益は３百万円（前第２四半期連結会計期間は、営業

損失２百万円）となりました。　

 

(2) 財政状態の分析

（総資産）

　当第２四半期連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末に比べ２億14百万円減少の204億44百万円となりま

した。この主な要因は、現金及び預金（５億57百万円の増加）等の増加要因はあるものの、一方で、有価証券（99百

万円の減少）、仕掛品（１億29百万円の減少）、投資その他の資産（４億97百万円の減少）等が減少したことによ

るものであります。

　

（負債）

　当第２四半期連結会計期間末の負債合計は、前連結会計年度末に比べ88百万円減少の27億78百万円となりました。

この主な要因は、固定負債で役員退職慰労引当金（３億９百万円）の減少によるものであります。

　

（純資産）

　当第２四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末に比べ１億25百万円減少の176億65百万円となりまし

た。この主な要因は、利益剰余金（95百万円）の減少によるものであります。
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(3) キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、第１四半期連結会計期間末

に比べ６億93百万円増加し、当第２四半期連結会計期間末には64億65百万円（前第２四半期連結会計期間末は、65

億67百万円）となりました。

　当第２四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は４億43百万円（前第２四半期連結会計期間は１億59百万円の支出）となり、これ

は主に税金等調整前四半期純利益の計上及び売上債権の減少等によるものであります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果得られた資金は２億51百万円（前第２四半期連結会計期間は15百万円の収入）となり、これは主

に有価証券の償還及び貸付金の回収等によるものであります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果得られた資金は０百万円（前第２四半期連結会計期間は９百万円の支出）となりました。

 

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(5) 研究開発活動 

　当第２四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は１百万円であります。

　尚、当第２四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。　

 

(6) 経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

①　経営成績に重要な影響を与える要因

　最近の経営成績に重要な影響を与える要因につきましては、直近の有価証券報告書　第２「事業の状況」４

「事業等のリスク」に記載のとおりであります。

　尚、当第２四半期連結会計期間において、重要な変更はありません。

 

②　経営戦略の現状と見通し

　当社グループを取り巻く水産業界は、資源状況の悪化に加え、漁業就業者の減少や少子・高齢化問題、また、消

費面では生活環境や消費スタイル、消費者ニーズ等も年々変化し、若い世代を中心とした「魚離れ現象」、更に

景気後退による消費低迷等により、経営環境は依然として厳しい状況が続いております。

　しかし、世界的な健康志向を背景に、海外での水産物需要は年々増加しており、中長期的には堅調な推移が見

込まれております。また、昨今、養殖業界は原油価格の沈静化により、運賃・燃料費・配合飼料の価格等も値下

がりし、養殖環境は少し明るい兆しが見え始めております。

　この様な状況のなかで、当社グループでは、今後も経営の効率化を推進し、物流コストの抑制、与信管理の厳格

化及び滞留債権の早期回収に努めてまいります。

　また、人材の育成並びに社員の意識改革により営業力を強化し、収益基盤の改善・強化に向け、取り組んでま

いります。

　一方、食品の安全面についても、引き続き、管理体制の強化に努め、消費者の皆様に「安全・安心」をお届け出

来るように、関係機関と連携を図りながら養殖漁業を総合的にサポートしてまいります。

　更に、企業としての社会的責任を認識し、環境対策やコーポレート・ガバナンスの強化と透明性の高い経営に

努めてまいります。

 

(7) 経営者の問題認識と今後の方針について

　四半期報告書提出日現在において判断した当社グループの経営者の問題認識と今後の方針につきましては、上記

「(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題」並びに「(6) 経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現

状と見通し」に記載のとおりであります。

 

EDINET提出書類

株式会社ヨンキュウ(E02765)

四半期報告書

 8/29



第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修及び除却等の計画はありませ

ん。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 26,000,000

計 26,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成21年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成21年11月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 11,556,084 11,556,084ジャスダック証券取引所
単元株式数

100株　

計 11,556,084 11,556,084 － －

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。　

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成21年９月30日　 － 11,556,084－ 2,187,615－ 2,521,825
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(5) 【大株主の状況】

 平成21年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

 笠岡　繁樹  愛媛県宇和島市 2,045 17.70

 笠岡　信夫  愛媛県宇和島市 1,120 9.70

 笠岡　伸一  愛媛県宇和島市 837 7.25

 有限会社シンセイ  愛媛県宇和島市築地町２丁目７番11号 728 6.30

 笠岡　泰文  愛媛県宇和島市 548 4.75

 株式会社伊予銀行  愛媛県松山市南堀端町１番地 477 4.13

 日本トラスティ・サービス信託

銀行株式会社

 東京都中央区晴海１丁目８－11 183 1.59

 MORGAN STANLEY & CO.

INTERNATIONAL PLC

 25 Cabot Square, Canary Wharf, London

E14 4QA, U.K.

148 1.29

（常任代理人

　モルガン・スタンレー証券株式

会社）　 

 （東京都渋谷区恵比寿４丁目20－３）

 NORTHERN TRUST CO. (AVFC) SUB

A/C AMERICAN CLIENTS

 50 BANK STREET CANARY WHARF LONDON

E14 5NT, UK

145 1.26

（常任代理人

　香港上海銀行東京支店）  （東京都中央区日本橋３丁目11－１）

 FGCS N.V.RE TREATY ACCOUNT

(TAXABLE)

 206-214 HERENGRACHT AMSTERDAM THE

NETHERLAND

121 1.05

（常任代理人

　株式会社三菱東京UFJ銀行）  （東京都千代田区丸の内２丁目７－１）

計 － 6,358 55.02

　（注）１．当第２四半期会計期間末現在における、日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社の信託業務の株式数に

ついては、当社として把握することができないため記載しておりません。

２．上記のほか、自己株式が535千株あります。 
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(6) 【議決権の状況】

 ①【発行済株式】

 平成21年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式     535,900 － 単元株式数 100株

完全議決権株式（その他） 普通株式  10,953,800 109,538 同上

単元未満株式 普通株式      66,384 － －

発行済株式総数 11,556,084 － －

総株主の議決権 － 109,538 －

 

 

②【自己株式等】

 平成21年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社ヨンキュ

ウ

愛媛県宇和島市築

地町２丁目318番

地235

535,900 － 535,900 4.64

計 － 535,900 － 535,900 4.64

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別 平成21年４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高（円） 269 297 395 454 382 372

最低（円） 233 239 291 338 339 342

　（注）　最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

 

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動は、次のとおりであります。

　　役職の異動　

新役名 　 新職名　 旧役名　 旧職名　 氏名　 異動年月日　

常務取締役　 営業本部長　 常務取締役　 営業二部長　 楠本　憲男　 平成21年11月１日　

取締役　 営業一部長　 取締役　
関西・中部営業担当兼

営業一部長　
松平　正幸　 平成21年11月１日　
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成20年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間

（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第２四半期連結

会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から

平成21年９月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平

成20年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表については、あらた監査法人による四半期レビューを受け、また、当第２四半期連結会計期間（平成21

年７月１日から平成21年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日

まで）に係る四半期連結財務諸表については、監査法人和宏事務所による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1) 【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 10,976,713 10,419,159

受取手形及び売掛金 5,984,451 5,771,994

有価証券 301,794 401,537

商品及び製品 330,646 313,910

仕掛品 15,331 144,509

貯蔵品 12,974 11,717

短期貸付金 1,185,039 1,258,146

その他 68,618 70,874

貸倒引当金 △1,477,115 △1,311,580

流動資産合計 17,398,455 17,080,270

固定資産

有形固定資産 ※1
 1,986,499

※1
 2,020,295

無形固定資産 8,496 9,450

投資その他の資産

その他 ※2
 1,182,123

※2
 2,120,903

貸倒引当金 △130,960 △572,002

投資その他の資産合計 1,051,162 1,548,901

固定資産合計 3,046,158 3,578,647

資産合計 20,444,614 20,658,918

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,956,377 1,587,184

未払法人税等 8,650 63,186

繰延税金負債 142 153

賞与引当金 15,445 26,595

その他 301,101 351,504

流動負債合計 2,281,717 2,028,624

固定負債

繰延税金負債 4,325 25,381

退職給付引当金 140,475 151,931

役員退職慰労引当金 352,186 661,441

固定負債合計 496,988 838,754

負債合計 2,778,705 2,867,379
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 2,187,615 2,187,615

資本剰余金 2,521,825 2,521,825

利益剰余金 13,339,413 13,435,344

自己株式 △390,928 △390,903

株主資本合計 17,657,924 17,753,881

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 7,955 37,628

評価・換算差額等合計 7,955 37,628

少数株主持分 28 29

純資産合計 17,665,908 17,791,538

負債純資産合計 20,444,614 20,658,918
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(2) 【四半期連結損益計算書】
　【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

売上高 17,535,025 14,280,394

売上原価 15,344,000 12,600,318

売上総利益 2,191,025 1,680,075

販売費及び一般管理費 ※1
 2,537,295

※1
 1,822,863

営業損失（△） △346,270 △142,787

営業外収益

受取利息 63,987 77,910

受取配当金 3,826 3,102

投資不動産賃貸料 32,408 33,008

その他 27,673 42,899

営業外収益合計 127,895 156,921

営業外費用

支払利息 2,533 1,644

投資不動産賃貸費用 14,523 13,810

投資事業組合運用損 67,343 23,965

その他 8,377 4,464

営業外費用合計 92,778 43,885

経常損失（△） △311,152 △29,751

特別利益

固定資産売却益 300 3

退職給付引当金戻入額 11,244 －

貸倒引当金戻入額 － 40,692

特別利益合計 11,544 40,695

特別損失

前期損益修正損 ※2
 17,675 －

固定資産売却損 646 317

固定資産除却損 626 1,370

投資有価証券評価損 － 9,230

減損損失 41,828 2,613

特別損失合計 60,777 13,530

税金等調整前四半期純損失（△） △360,385 △2,586

法人税、住民税及び事業税 4,832 5,184

法人税等調整額 590,088 －

法人税等合計 594,921 5,184

少数株主利益又は少数株主損失（△） － △0

四半期純損失（△） △955,306 △7,770
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
　至　平成21年９月30日)

売上高 8,073,982 6,810,813

売上原価 7,115,803 5,962,217

売上総利益 958,179 848,596

販売費及び一般管理費 ※1
 1,182,245

※1
 723,946

営業利益又は営業損失（△） △224,066 124,649

営業外収益

受取利息 31,465 40,310

受取配当金 1,881 148

投資不動産賃貸料 15,051 14,926

その他 11,286 29,305

営業外収益合計 59,685 84,691

営業外費用

支払利息 1,047 810

投資不動産賃貸費用 6,296 6,539

投資事業組合運用損 67,343 12,255

その他 592 2,767

営業外費用合計 75,279 22,372

経常利益又は経常損失（△） △239,660 186,968

特別利益

固定資産売却益 50 3

退職給付引当金戻入額 11,244 －

特別利益合計 11,294 3

特別損失

固定資産売却損 328 70

固定資産除却損 334 437

投資有価証券評価損 － 9,230

減損損失 41,828 2,613

特別損失合計 42,491 12,351

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△270,857 174,619

法人税、住民税及び事業税 2,232 2,313

法人税等調整額 555,513 －

法人税等合計 557,745 2,313

少数株主利益又は少数株主損失（△） － △0

四半期純利益又は四半期純損失（△） △828,603 172,307
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △360,385 △2,586

減価償却費 69,468 66,531

減損損失 41,828 2,613

退職給付引当金の増減額（△は減少） △5,810 △11,455

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △68,815 △309,254

賞与引当金の増減額（△は減少） △3,793 △11,150

貸倒引当金の増減額（△は減少） 509,179 △275,507

受取利息及び受取配当金 △67,813 △81,013

支払利息 2,533 1,644

固定資産売却損益（△は益） 346 313

固定資産除却損 626 1,370

投資有価証券評価損益（△は益） － 9,230

投資不動産賃貸収入 △32,408 △33,008

投資不動産賃貸費用 14,523 13,810

売上債権の増減額（△は増加） △752,558 238,316

たな卸資産の増減額（△は増加） △182,464 111,185

仕入債務の増減額（△は減少） 498,196 369,193

未払消費税等の増減額（△は減少） 9,677 17,590

その他 △1,813 △13,461

小計 △329,482 94,361

利息及び配当金の受取額 76,876 70,575

利息の支払額 △2,533 △1,644

法人税等の支払額 △202,265 △57,259

営業活動によるキャッシュ・フロー △457,405 106,032

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の増減額（△は増加） △5,100 △600

有価証券の償還による収入 100,000 200,000

投資有価証券の取得による支出 △206,799 △3,720

有形固定資産の取得による支出 △66,037 △51,350

有形固定資産の売却による収入 7,713 934

無形固定資産の取得による支出 △242 －

投資不動産の賃貸による収入 32,408 33,008

投資不動産の賃貸による支出 △7,844 △7,667

貸付けによる支出 △439,083 △310,084

貸付金の回収による収入 682,197 375,064

その他 108,783 306,017

投資活動によるキャッシュ・フロー 205,995 541,601

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得による支出 △10,332 △25

自己株式の売却による収入 34 －

配当金の支払額 △180,390 △87,517

財務活動によるキャッシュ・フロー △190,689 △87,542

現金及び現金同等物に係る換算差額 355 △3,138

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △441,743 556,954

現金及び現金同等物の期首残高 7,009,449 5,908,859

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 6,567,705

※
 6,465,813

EDINET提出書類

株式会社ヨンキュウ(E02765)

四半期報告書

18/29



【継続企業の前提に関する事項】

　該当事項はありません。

 

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

該当事項はありません。

 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　該当事項はありません。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末
（平成21年９月30日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、2,657,873千円で

あります。

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、2,657,428千円で

あります。

※２　投資不動産の減価償却累計額は、322,279千円であり

ます。

※２　投資不動産の減価償却累計額は、316,136千円であり

ます。

 

（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

販売手数料 228,373千円

売上運賃 627,824 

容器代 202,306 

貸倒引当金繰入額 509,179 

給料手当 262,966 

賞与引当金繰入額 23,525 

退職給付費用 7,155 

役員退職慰労引当金繰入額 14,621 

減価償却費 48,821 

　

販売手数料 187,098千円

売上運賃 515,933 

容器代 166,197 

貸倒引当金繰入額 165,038 

給料手当 233,275 

賞与引当金繰入額 10,296 

退職給付費用 6,452 

役員退職慰労引当金繰入額 5,236 

減価償却費 44,679 

　

※２　前期損益修正損

　前期損益修正損は、過年度の売上に対する売上　値引

17,675千円であります。

　

　

 

前第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

販売手数料 108,320千円

売上運賃 282,350 

容器代 90,295 

貸倒引当金繰入額 222,167 

給料手当 121,906 

賞与引当金繰入額 16,808 

退職給付費用 3,578 

役員退職慰労引当金繰入額 6,643 

減価償却費 25,674 

　

販売手数料 92,178千円

売上運賃 239,411 

容器代 79,051 

貸倒引当金繰入額 △76,598 

給料手当 116,279 

賞与引当金繰入額 7,267 

退職給付費用 3,232 

減価償却費 21,757 
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年９月30日現在） （平成21年９月30日現在）

現金及び預金勘定 10,282,605千円

預入期間が３ヶ月を超える

定期預金
△3,714,900

 

現金及び現金同等物 6,567,705 

 

現金及び預金勘定 10,976,713千円

預入期間が３ヶ月を超える

定期預金
△4,510,900

 

現金及び現金同等物 6,465,813 

 

 

（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成21年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　

平成21年９月30日）

 

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式　　　　　11,556 千株　

 

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式　　　　　   535 千株

 

３．新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

 

４．配当に関する事項

(1) 配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年６月29日

定時株主総会
普通株式 88,161 8 平成21年３月31日平成21年６月30日利益剰余金

(2) 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

間末後となるもの

該当事項はありません。　　

　

５．株主資本の金額の著しい変動

該当事項はありません。
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）

 
鮮魚の販売
事業
（千円）

餌料・飼料
の販売事業
（千円）

その他の事
業（千円）

計（千円）
消去又は全
社（千円）

連結
（千円）

売上高       

(1）外部顧客に対する売上高 4,962,7043,036,51774,7608,073,982 － 8,073,982

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － 74,674 74,674(74,674) －

計 4,962,7043,036,517149,4348,148,656(74,674) 8,073,982

営業利益又は営業損失（△） △338,283114,850△2,345△225,778 1,712△224,066

 

当第２四半期連結会計期間（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）

 
鮮魚の販売
事業
（千円）

餌料・飼料
の販売事業
（千円）

その他の事
業（千円）

計（千円）
消去又は全
社（千円）

連結
（千円）

売上高       

(1）外部顧客に対する売上高 4,286,3932,454,27270,1466,810,813 － 6,810,813

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ 1,131 66,607 67,738(67,738) －

計 4,286,3932,455,404136,7536,878,552(67,738) 6,810,813

営業利益又は営業損失（△） △118,024236,246 3,602 121,823 2,825 124,649

　

前第２四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日）

 
鮮魚の販売
事業
（千円）

餌料・飼料
の販売事業
（千円）

その他の事
業（千円）

計（千円）
消去又は全
社（千円）

連結
（千円）

売上高       

(1）外部顧客に対する売上高 12,103,2285,308,441123,35417,535,025 － 17,535,025

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － 151,263151,263(151,263) －

計 12,103,2285,308,441274,61817,686,289(151,263) 17,535,025

営業利益又は営業損失（△） △548,131201,514△2,942△349,560 3,290△346,270

　

当第２四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日）

 
鮮魚の販売
事業
（千円）

餌料・飼料
の販売事業
（千円）

その他の事
業（千円）

計（千円）
消去又は全
社（千円）

連結
（千円）

売上高       

(1）外部顧客に対する売上高 10,159,9244,009,803110,66614,280,394 － 14,280,394

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ 1,699 124,304126,003(126,003) －

計 10,159,9244,011,503234,97014,406,398(126,003) 14,280,394

営業利益又は営業損失（△） △414,355260,938 5,808△147,607 4,820△142,787
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　（注）１．事業区分は、当社及び連結子会社が行う事業の類似性を考慮して決定しております。

２．各区分に属する主要な品目は次のとおりであります。

部門 主要品目

鮮魚の販売事業 タイ、ハマチ、カンパチ、雑魚（天然魚含む）、稚魚、人工ふ化稚魚、加工品

餌料・飼料の販売事業 生餌、配合飼料、モイストペレット等

その他の事業 一般貨物運送事業、マグロ養殖事業

３．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

４．会計方針の変更及び追加情報

前第２四半期連結累計期間

（有形固定資産の耐用年数の変更）　

　平成20年度税制改正において、減価償却資産の耐用年数等に関する省令が改正されたことに伴い、資産の利

用状況等を見直した結果、第１四半期連結会計期間より機械装置の耐用年数を４～13年から５～12年に変更

しております。

　この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べ、当第２四半期連結累計期間における「鮮魚の販売事業」

の営業損失は1,123千円減少し、「餌料・飼料の販売事業」の営業利益は32千円減少しております。

　

当第２四半期連結累計期間

　該当事項はありません。　

　

 

【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）及び前第２四半期連結累計期間

（自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日）

　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。

 

当第２四半期連結会計期間（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間

（自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日）

　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。

　

【海外売上高】

前第２四半期連結会計期間（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）及び前第２四半期連結累計期間

（自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日）

　海外売上高がないため、該当事項はありません。

 

当第２四半期連結会計期間（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間

（自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日）

　海外売上高がないため、該当事項はありません。
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（有価証券関係）

前連結会計年度（平成21年３月31日）　

　その他有価証券で時価のあるもの

 取得原価（千円）
連結貸借対照表計上額
（千円）

差額（千円）

(1) 株式 309,317 390,945 81,627

(2) 債券    

国債・地方債等 99,995 100,170 174

社債 403,330 402,464 △866

その他 － － －

(3) その他 95,448 77,676 △17,772

合計 908,091 971,255 63,163

　（注）　当連結会計年度において、減損処理は行っておりません。

 

当第２四半期連結会計期間末（平成21年９月30日）　

　その他有価証券で時価のあるもの

 取得原価（千円）
四半期連結貸借対照表計
上額（千円）

差額（千円）

(1) 株式 303,807 335,643 31,835

(2) 債券    

国債・地方債等 99,998 100,120 121

社債 201,443 201,674 230

その他 － － －

(3) その他 95,448 75,684 △19,764

合計 700,698 713,121 12,423

　（注）　当第２四半期連結会計期間において、その他有価証券で時価のある株式について9,230千円減損処理を行ってお

ります。

尚、有価証券の減損に当たっては、四半期連結会計期間末における時価が取得原価に比べて30％以上下落した

場合には「著しく下落した」ものとし、時価の推移及び発行体の財政状態等を勘案して回復可能性を判断し、

回復の見込みが明らかな場合を除き減損処理の対象としております。

 

（デリバティブ取引関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成21年９月30日）

該当事項はありません。

 

（ストック・オプション等関係）

当第２四半期連結会計期間（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）

該当事項はありません。

 

（企業結合等関係）

当第２四半期連結会計期間（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

 １．１株当たり純資産額

 当第２四半期連結会計期間末
 （平成21年９月30日）

 前連結会計年度末
 （平成21年３月31日）

１株当たり純資産額 1,603.06 円 １株当たり純資産額 1,614.45 円

　（注）　１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第２四半期連結会計期間末
（平成21年９月30日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

純資産の部の合計額（千円） 17,665,908 17,791,538

純資産の部の合計額から控除する金額

（千円）
28 29

普通株式に係る四半期末（期末）の純資

産額（千円）
17,665,879 17,791,509

１株当たり純資産額の算定に用いられた

四半期末（期末）の普通株式の数

（千株）

11,020 11,020

 

 ２．１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額

　前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
　　至　平成20年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
　　至　平成21年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額（△） △84.63 円 １株当たり四半期純損失金額（△） △0.71 円

　尚、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株

式も存在しないため記載しておりません。

　尚、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株

式も存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

四半期純損失（△）（千円） △955,306 △7,770

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失（△）　（千

円）
△955,306 △7,770

期中平均株式数（千株） 11,288 11,020
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　前第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
　　至　平成20年９月30日）

　当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
　　至　平成21年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額（△） △73.43 円 １株当たり四半期純利益金額 15.64 円

　尚、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株

式も存在しないため記載しておりません。

　尚、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

四半期純利益又は四半期純損失（△）

（千円）
△828,603 172,307

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益又は四半期

純損失（△）　（千円）
△828,603 172,307

期中平均株式数（千株） 11,283 11,020

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

　

（リース取引関係）

当第２四半期連結会計期間（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）

該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成21年５月８日

株 式 会 社　ヨ ン キ ュ ウ

取 締 役 会　　御 中
 

あらた監査法人
 

 
指 定  社 員
業務執行社員

 公認会計士 山　本　昌　弘　　㊞　

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ヨンキュウ

の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成20

年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ヨンキュウ及び連結子会社の平成20年９月30日現在の財政状態、

同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

追記情報　

　四半期報告書の訂正報告書の提出理由に記載されているとおり、会社は金融商品取引法第24条の４の７第４項の規定に基

づき四半期連結財務諸表を訂正している。当監査法人は訂正後の四半期連結財務諸表について四半期レビューを行った。　

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

 

 

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成21年11月９日

株 式 会 社　ヨ ン キ ュ ウ

取 締 役 会　　御 中
 

監査法人和宏事務所
 

 
指 定  社 員
業務執行社員

 公認会計士 高　木　快　雄　　㊞　

　

 
指 定  社 員
業務執行社員

 公認会計士 南　　　幸　治　　㊞　

　

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ヨンキュウ

の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成21

年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ヨンキュウ及び連結子会社の平成21年９月30日現在の財政状態、

同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

 

 

 

 

 

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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